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高ウラン含有試料（ウラン濃度が数百 mg/g 以上）を含む多種のマトリックス試料に対応した蛍光 X 線自

動半定量分析プログラム「Uranium method」を開発した。Uranium methodは ICP (Inductively Coupled Plasma)

法と高い相関性を持っており、多くの元素をウラン濃度やマトリックスにかかわらず、15分程度で迅速に分

析することが出来た。 
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1. 緒言 

分析対象物のマトリックス情報を取得に散乱 X線を利用したバックグラウンドファンダメンタルパラメー

ター法による蛍光Ｘ線分析は独自の理論計算法による標準試料を用いない分析が非破壊で分析可能であり、

廃棄物のような未知な試料のスクリーニング分析において有効である。一方でウランを多量に含む試料の分

析は精度が低くなる問題があった。そこで、アメテック社製 ED-XRF（Energy Dispersive-XRF）の SPECTRO 

XEPOS を用いて高ウラン含有試料にも対応可能な自動半定量分析プログラムの構築を目的に開発を行った。 

 

2. 性能評価 

高ウラン含有試料を取り扱い可能な JAEA人形峠環境技術センターに

設置の SPECTRO XEPOS を用いてウランの質量減衰係数を取得し、自

動半定量分析プログラム「Uranium method」を構築した。そして、その

性能評価のため、液体状、澱物状、ウラン精鉱のマトリクスが異なる

実ウラン廃棄物等、合計 169試料（濃度範囲は ICP法の測定値より0.003

～700 mg U/g）の分析を行い、従来プログラムの分析値と比較した。 

その結果、従来プログラムでは、実廃棄物 169 試料のうち 80 試料

は、濃度計算が収束せず、解析出来なかったものの（その多くが 1 

mgU/g 以上で高ウラン含有廃棄物）、Uranium method は全数を解析で

きた。また、ICP法の分析値と比較したところ（図 1）、高い相関性を

持つことを確かめた。さらに、Uranium methodはウランだけではなく他の重金属元素の分析においても有効

であることも確かめている。 

本研究成果に基いて、現在、Uranium methodはジーエルサイエンス株式会社で実用化されている[1]。 
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図 1  ウラン濃度に対する

Uranium method と ICP 法の分析値
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